
市
長
／
調
査
を
し
っ
か
り
し
て
慎
重
に
取
り
組
む

土
屋
議
員　

新
市
長
の
所

信
表
明
が
な
さ
れ
た
が
、

農
産
物
加
工
所
構
想
の
イ

メ
ー
ジ
を
述
べ
よ
。

五
位
塚
市
長　

農
業
所
得

を
向
上
さ
せ
た
い
。

　

企
業
誘
致
に
全
力
を
あ

げ
る
。

　

第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
も

考
え
て
い
く
。

問　

ビ
ジ
ネ
ス
型
宿
泊
所

も
考
え
ら
れ
て
い
る
が
。

商
店
街
の
支
援
策
は
。

市
長　

低
料
金
の
宿
泊
所

は
市
内
に
欲
し
い
施
設
で

あ
る
。
市
民
の
意
見
も
聞

き
た
い
。

　

商
店
街
の
振
興
の
た
め

空
き
地
を
借
り
上
げ
て
駐

車
場
に
供
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

問　

ゆ
ず
の
生
産
加
工
と

有
機
セ
ン
タ
ー
は
市
の
負

担
が
大
き
い
。
農
産
物
加

工
所
と
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

は
慎
重
に
調
査
研
究
を
し

て
ほ
し
い
。
経
営
上
は
厳

し
い
と
思
う
が
。

市
長　

幅
広
く
調
査
し
、

慎
重
に
取
り
組
む
。

問　

林
業
振
興
は
。

市
長　

今
ま
で
ど
お
り
支

援
は
必
要
で
あ
る
。
市
内

産
材
を
利
用
し
た
住
宅
建

設
へ
の
助
成
も
考
え
た
い
。

問　

農
業
振
興
策
は
。

市
長　

国
の
農
業
農
村
所

得
倍
増
10
ヶ
年
戦
略
を
注

視
し
事
業
導
入
を
図
り
た

い
。

　

市
単
独
事
業
は
充
実
さ

せ
る
。
畑
か
ん
効
果
も
期

待
し
国
・
県
へ
の
要
望
も

積
極
的
に
行
う
。

問　

指
名
業
者
の
評
定
点

を
公
表
し
て
い
な
い
の
は

県
下
で
曽
於
市
の
み
で
あ

る
。

　

公
表
し
て
企
業
努
力
、

企
業
力
向
上
を
推
し
図
れ

な
い
か
。
入
札
方
法
を
県

に
準
じ
て
改
め
、
透
明
性

と
公
平
性
を
高
め
ら
れ

よ
。

市
長　

国
の
指
導
も
あ
り

公
表
し
た
い
。

　

入
札
は
、
よ
り
透
明
性

と
公
平
性
を
高
め
て
い

く
。

問　

曽
於
市
の
学
力
の
現

状
を
ど
う
認
識
さ
れ
て
い

る
か
。

　

市
長
の
指
導
力
を
発
揮

で
き
な
い
か
。

市
長　

学
力
テ
ス
ト
に
よ

る
と
県
平
均
か
、
平
均
以

下
と
思
う
。
学
力
向
上
に

は
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

問　

小
学
校
の
統
合
も
必

要
と
思
う
が
、
市
長
の
見

解
を
述
べ
よ
。

市
長　

少
子
化
は
急
激
に

進
行
し
、
小
学
校
の
小
規

模
化
、
複
式
学
級
の
増
加

は
深
刻
な
状
態
に
あ
る
。

　

現
段
階
で
は
統
合
は
考

え
て
い
な
い
が
、
調
査
と

研
究
は
進
め
て
い
く
。

　

平
成
31
年
度
に
は
24
学

級
が
減
っ
て
児
童
数
は

７
１
５
人
減
る
。
適
正
規

模
の
小
学
校
が
１
校
消
滅

す
る
状
況
に
あ
る
。

所
信
表
明
に
農
産
物
加
工
所
と

ビ
ジ
ネ
ス
型
宿
泊
所
が
あ
る
が

土屋　健一議員

入
札
制
度
に
つ
い
て

学
力
向
上
に
つ
い
て

グリーンツーリズム参加者によるそば打ち体験

活用が望まれる市内産材



市
長
／
２
億
１
千
万
円
で
あ
る

大
川
原
議
員　

土
地
買
収

の
状
況
は
。

五
位
塚
市
長　

契
約
済
の

筆
数
が
１
４
３
筆
、
契
約

済
面
積
が
約
29
・
５
ha
で

あ
る
。

問　

設
計
委
託
の
状
況
は
。

市
長　

平
成
25
年
５
月
９

日
に
５
８
８
０
万
円
で
契

約
し
、
測
量
は
終
了
し
て

い
る
。

　

実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

業
者
に
設
計
作
業
の
一
時

中
止
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

事
業
中
止
に
伴
う
一

般
会
計
か
ら
の
負
担
額
は
。

市
長　

用
地
代
、
設
計
そ

の
他
で
約
１
億
５
千
万
円

と
な
る
。

問　

全
体
事
業
費
を
含
む

年
度
ご
と
の
執
行
済
額
は
。

市
長　

平
成
23
年
度
２
１

３
万
１
６
３
８
円
、
24
年

度
は
、
74
万
３
６
６
０
円
、

24
年
度
繰
越
事
業
は
、
８

月
末
現
在
で
１
億
１
６
１

万
１
７
６
２
円
、
平
成
25

年
度
20
万
４
４
４
０
円
の

支
出
済
額
に
な
る
。

問　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

13
億
円
と
あ
っ
た
が
、
実

際
は
。

市
長　

計
画
で
２
億
１
千

万
円
で
あ
る
。

問　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
整
備
事

業
の
目
的
は
、
交
流
人
口

の
拡
大
、観
光
、健
康
維
持
・

増
進
で
あ
る
。

　

中
止
に
伴
う
こ
れ
に
変

わ
る
活
性
化
対
策
は
。

市
長　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

等
の
事
業
に
よ
る
曽
於
市

の
活
性
化
で
な
く
、
地
域

づ
く
り
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
方
々
と
一
体
と
な
っ

た
活
動
を
今
後
検
討
し
て

い
く
。

問　

曽
於
市
観
光
特
産
開

発
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
評

価
は
。

市
長　

相
当
頑
張
っ
て
い

る
。

　

全
国
へ
曽
於
市
を
発
信

し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
に
は
、
更
な
る
支

援
を
し
た
い
。

問　

跡
地
の
利
活
用
に
垂

水
市
の
千
本
イ
チ
ョ
ウ
、
さ

つ
ま
町
の
岩
ツ
ツ
ジ
等
民
間

で
取
り
組
ん
で
い
る
事
例

を
参
考
に
す
る
考
え
は
。

市
長　

垂
水
市
の
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
取
り
組

み
、
三
股
町
の
し
ゃ
く
な
げ

の
森
の
事
例
な
ど
大
変
す

ば
ら
し
い
。

問　

長
寿
祝
金
の
規
則
改

正
は
。

市
長　

長
寿
祝
金
支
給
条

例
施
行
規
則
は
、
８
月
16

日
決
裁
し
、
公
布
を
８
月

23
日
に
市
長
の
権
限
と
裁

量
で
行
っ
た
。

問　

農
業
委
員
と
の
兼
職

は
や
め
、
市
政
の
か
じ
取

り
に
専
念
す
べ
き
で
は
。

市
長　

公
職
選
挙
法
で
認

め
ら
れ
て
お
り
問
題
は
な
い
。

　

ど
う
し
て
も
体
力
的
、

活
動
的
に
支
障
が
で
る
場

合
考
え
る
。

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
13
億
円

と
あ
っ
た
が大川原主税議員

健康づくりに利用される生きいき健康センター

末吉町中部校区社会福祉
協議会による高齢者のつどい

長
寿
祝
金
に
つ
い
て

農
業
委
員
と
の
兼
職
に

つ
い
て



市
長
／ 

地
元
農
畜
産
物
を
活
か
し
た
観
光
客
や

交
流
人
口
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
く

今
鶴
議
員　

パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

等
整
備
事
業
は
、
交
流
人

口
増
や
観
光
客
増
の
目
的

等
も
期
待
さ
れ
た
事
業

だ
っ
た
が
、
こ
の
事
業
を

中
止
し
た
場
合
の
観
光

客
、
交
流
人
口
を
増
や
す

施
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

五
位
塚
市
長　

全
国
遊
歩

百
選
に
認
定
さ
れ
た
悠
久

の
森
、
大
川
原
峡
、
花
房

峡
な
ど
の
美
し
い
自
然
、

市
内
に
あ
る
３
つ
の
道
の

駅
で
の
特
産
品
の
発
信
な

ど
、
本
市
の
観
光
素
材
は

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

る
。

問　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
事

業
は
中
止
で
も
、
健
康
増

進
効
果
も
期
待
で
き
る

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
建
設

す
べ
き
で
な
い
か
。

市
長　

胡
摩
地
区
で
の
事

業
は
全
て
中
止
す
る
。

問　

人
口
増
対
策
と
し
て

保
育
料
の
値
下
げ
が
も
た

ら
す
効
果
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

市
長　

保
育
料
の
値
下
げ

の
効
果
に
つ
い
て
、
金
額

あ
る
い
は
数
値
的
に
示
す

こ
と
は
難
し
い
。

問　

高
所
得
世
帯
も
保
育

料
１
万
円
に
下
げ
る
の

か
。

市
長　

住
民
税
の
均
等
割

世
帯
以
下
を
考
え
て
お

り
、
高
所
得
世
帯
は
段
階

的
に
考
え
て
い
る
。

問　

年
金
受
給
の
少
な
い

人
で
も
入
居
で
き
る
老
人

ホ
ー
ム
建
設
は
可
能
か
。

市
長　

介
護
保
険
制
度
上

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
は
、
利
用
者
負
担
額
が

介
護
報
酬
の
１
割
と
規
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
利
用

料
金
を
下
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

介
護
保
険
制
度
以
外
の

施
設
で
、
少
な
い
年
金
収

入
内
で
入
所
で
き
る
老
人

福
祉
施
設
が
建
設
で
き
な

い
か
、
全
国
の
先
進
事
例

等
を
調
査
し
た
い
。

問　

東
部
畑
か
ん
地
域
に

お
け
る
茶
の
晩
霜
対
策
と

し
て
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

用
の
水
が
限
界
に
き
て
い

る
が
、
新
た
な
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド
建
設
は
考
え
て
い

る
か
。

市
長　

水
利
権
の
見
直
し

に
は
、
相
当
な
期
間
と
労

力
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

即
座
に
は
対
応
が
で
き
な

い
状
態
で
あ
る
。

　

ま
た
、建
設
費
も
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド
だ
け
で
も
５
億

円
が
必
要
に
な
る
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。

　

国
・
県
と
も
協
議
を
重

ね
て
い
る
が
、
該
当
す
る

事
業
が
な
い
等
の
理
由
か

ら
、
新
た
な
フ
ァ
ー
ム
ポ

ン
ド
建
設
の
計
画
に
は

至
っ
て
い
な
い
現
状
で
あ

る
。

交
流
人
口
増
加
対
策
は

今鶴　治信議員

農
業
振
興
に
つ
い
て

いやしどころ花房峡

畑かんの水がめファームポンド

福
祉
子
育
て
支
援
に
つ

い
て



市
長
／ 

他
市
町
村
と
足
並
み
を
揃
え
て
積
極
的

に
要
望
し
て
い
く

吉
村
議
員　

子
ど
も
医
療

費
の
医
療
機
関
で
の
窓
口

支
払
い
を
ゼ
ロ
に
で
き
な

い
か
。

五
位
塚
市
長　

九
州
、
沖

縄
８
県
の
う
ち
、
医
療
費

の
窓
口
個
人
負
担
支
払
い

ゼ
ロ
が
６
県
で
、
鹿
児
島

県
と
沖
縄
県
が
窓
口
支
払

い
、
後
ほ
ど
市
町
村
よ
り

個
人
口
座
へ
振
り
込
む
方

式
を
採
用
し
て
い
る
。

問　

本
市
の
魅
力
あ
る
子

育
て
対
策
と
し
て
早
急
に

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

昨
年
、
市
長
会
よ

り
県
知
事
あ
て
に
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
が
、
ま

だ
計
画
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
も
他
市
町
村
と

足
並
み
を
揃
え
て
積
極
的

に
要
望
し
て
い
く
。

問　

太
陽
光
発
電
設
置
に

対
す
る
市
単
独
の
補
助
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
近
隣

の
自
治
体
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

市
長　

近
隣
の
５
市
町
を

含
め
て
県
内
の
19
自
治
体

が
何
ら
か
の
形
で
支
援
し

て
い
る
。

問　

本
市
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
、

早
急
に
補
助
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　

太
陽
光
発
電
は
、

市
民
生
活
に
最
も
身
近
な

も
の
と
思
っ
て
お
り
、
ぜ

ひ
導
入
し
て
支
援
を
進
め

た
い
の
で
担
当
課
に
指
示

す
る
。

問　

合
併
浄
化
槽
設
置
に

対
す
る
５
人
槽
の
補
助
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

個
人
設
置
型
（
末

吉
・
大
隅
）
は
事
業
費
を

算
定
し
て
最
高
10
万
円
を

市
が
別
枠
で
上
乗
せ
補
助

し
て
、市
町
村
設
置
型（
財

部
）
の
個
人
負
担
と
同
じ

く
ら
い
に
な
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

問　

増
額
補
助
し
て
、
す

み
よ
い
生
活
環
境
を
目
指

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
状
の
上
乗
せ
補

助
制
度
（
10
万
円
限
度
）

を
活
用
し
て
事
業
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

放
送
局
整
備
計
画
説
明
会

が
な
ぜ
今
な
の
か
。

　

市
民
か
ら
の
意
見
や
要

望
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

市
長　

地
区
民
の
方
々
に

は
Ｆ
Ｍ
放
送
を
ご
理
解
い

た
だ
い
た
も
の
と
思
う
。

ま
た
、
地
域
内
放
送
を
整

備
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望

が
あ
っ
た
。

問　

地
域
内
放
送
機
器

（
自
治
会
や
公
民
館
）
の

事
業
費
に
対
す
る
考
え
方

は
ど
う
な
っ
た
か
。

市
長　

各
自
治
会
や
公

民
館
単
位
で
市
政
発
展
の

た
め
に
い
ろ
ん
な
協
力
を

頂
い
て
い
た
も
の
で
あ
り
、

オ
フ
ト
ー
ク
が
廃
止
に
な

れ
ば
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る

も
の
と
し
て
、
地
域
住
民

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
対
策
を
必
ず
や
る
。

子
ど
も
医
療
費
は
窓
口
支

払
い
を
無
料
に

吉村　幸治議員

太陽光発電設置住宅への補助を

医療機関での窓口風景

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電

設
置
の
補
助
を

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助

の
増
額
を

地
域
内
放
送
機
器
の
整

備
は
市
の
責
任
で



市
長
／
年
間
１
３
１
０
万
円
で
あ
る

大
川
内
議
員　

伊
藤
知
事

は
、
今
年
か
ら
農
業
と
観

光
で
大
隅
地
方
の
浮
揚
を

図
る
と
言
わ
れ
、
曽
於
市

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
は
ま
さ
に
県
の
方
針

と
合
致
し
た
施
設
で
、
大

隅
地
方
の
観
光
の
拠
点
に

な
る
施
設
で
あ
る
が
な
ぜ

中
止
か
。

五
位
塚
市
長　

選
挙
戦
で
、

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
建
設
中

止
で
戦
っ
て
き
た
の
で
中
止

で
あ
る
。

問　

将
来
、
借
金
が
残
る

と
あ
る
が
管
理
費
を
年
間

ど
の
く
ら
い
と
見
込
ん
で
の

中
止
か
。

市
長　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
管
理
費
２
２
０
０
万
円
、

プ
レ
イ
料
１
９
０
０
万
円
。

　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
管
理

費
１
９
０
０
万
円
、
入
園

料
９
０
０
万
円
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
費

１
３
０
万
円
、
プ
レ
イ
料

１
２
０
万
円
。
全
体
管
理

費
４
２
３
０
万
円
、
収
入

合
計
２
９
２
０
万
円
、
差

引
１
３
１
０
万
円
の
赤
字

と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

市
民
の
中
に
は
、
運

動
を
す
る
の
が
好
き
な
人
、

花
を
見
る
の
が
好
き
な
人
、

ま
た
、
本
を
読
む
の
が
好

き
な
人
色
々
で
あ
る
が
、

例
え
ば
図
書
館
は
指
定
管

理
料
約
３
３
０
０
万
円
を

支
払
い
、
市
民
に
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
る
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
等
の

１
３
１
０
万
円
の
赤
字
は

少
な
い
の
で
は
。

市
長　

将
来
的
に
は
、
２

０
０
０
万
円
、
３
０
０
０

万
円
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
一
回
は
来
て
い
た

だ
い
て
も
、
二
回
目
、
三

回
目
は
、
な
か
な
か
来
な

い
の
で
中
止
を
決
め
た
。

問　

市
長
の
退
職
金
廃
止

は
市
長
が
決
断
す
れ
ば
す

ぐ
廃
止
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
た
が
で
き
た
か
。

市
長　

受
給
し
な
い
方
法

は
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
と
事
務
レ
ベ
ル
で
協

議
を
指
示
し
て
い
る
。

問　

決
断
す
れ
ば
す
ぐ
で

き
る
と
言
っ
て
い
た
の
は
間

違
い
か
。

市
長　

退
職
金
は
私
の
こ

と
で
あ
る
。
私
の
こ
と
を
私

が
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
い
。

　

廃
止
で
き
る
よ
う
に
手

続
き
の
指
示
を
し
た
。

問　

副
市
長
、
教
育
長
の

退
職
金
も
廃
止
を
求
め
る

の
か
。

市
長　

市
長
の
退
職
金
の

み
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
長
自
身
、
去
年
12

月
の
議
会
報
告
で
市
長
他

３
役
も
退
職
金
廃
止
を
言

わ
れ
て
い
た
が
方
針
が
変

わ
っ
た
の
か
。

市
長　

変
わ
っ
た
。

問　

日
本
に
は
城
主
が
落

城
す
れ
ば
家
臣
は
後
を
追

う
習
慣
が
あ
り
、
市
長
が

退
職
金
を
も
ら
わ
な
け
れ

ば
、
副
市
長
、
教
育
長
も

も
ら
い
に
く
い
の
で
は
。

市
長　

副
市
長
、
教
育
長

に
は
退
職
金
の
廃
止
は
求

め
な
い
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
等
の
年
間

の
赤
字
額
は大川内冨男議員

パークゴルフを楽しむ人たち

市
長
の
退
職
金
廃
止
は

で
き
る
か

県市町村総合事務組合



市
長
／ 

予
算
、
財
源
内
訳
、
実
施
計
画
等
に
つ

い
て
深
い
対
策
会
議
は
行
っ
て
い
な
い

坂
口
議
員　

新
規
公
約
の

予
算
と
財
源
内
訳
を
そ
れ

ぞ
れ
示
せ
。

五
位
塚
市
長　

新
規
公
約

の
予
算
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

確
定
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
深
い
対
策
会
議

を
行
っ
て
い
な
い
の
で
財
源

内
訳
は
未
定
で
あ
る
。

問　

新
規
公
約
の
実
施
計

画
を
そ
れ
ぞ
れ
示
せ
。

市
長　

新
規
公
約
の
実
施

計
画
に
つ
い
て
も
担
当
課
、

財
政
課
を
含
め
て
対
策
会

議
を
行
っ
て
い
な
い
。

問　

新
規
公
約
実
現
の
た

め
、
既
に
実
施
、
継
続
さ

れ
て
い
る
事
業
の
見
直
し

等
が
あ
る
の
か
。

市
長　

特
に
な
い
が
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
・
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
等
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
中
止
の
方
向
で
見

直
し
を
す
る
。

問　

初
登
庁
以
来
、
各
種

の
行
事
等
に
出
席
さ
れ
て

い
る
が
感
想
は
。

市
長　

ま
だ
当
選
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
市
長
と
し
て

の
責
任
の
重
大
さ
を
改
め

て
感
じ
、
期
待
の
大
き
さ

も
感
じ
て
い
る
。

問　

今
後
ど
の
よ
う
な
思

い
で
市
政
を
運
営
さ
れ
る

の
か
。

市
長　

基
本
は
市
民
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら

進
め
政
策
の
実
行
は
、
職

員
と
全
力
を
あ
げ
て
進
め

て
い
く
。

　

同
時
に
議
会
の
声
を
大

切
に
し
て
い
く
。

問　

国
旗
、
国
歌
に
つ
い
て

の
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

法
律
で
定
ま
っ
て
い

る
の
で
尊
重
し
た
い
。

問　

市
長
の
考
え
と
今
後

の
行
事
等
へ
の
影
響
は
な
い

も
の
か
。

市
長　

今
後
の
行
事
等
も

含
め
て
影
響
は
な
い
。

問　

曽
於
高
校
に
つ
い
て
の

思
い
は
。

市
長　

平
成
26
年
４
月
１

日
に
開
校
す
る
県
立
曽
於

高
等
学
校
は
、
市
内
唯
一

の
高
校
と
な
る
。
曽
於
高

校
が
市
内
の
子
ど
も
た
ち
の

「
夢
か
な
う
学
舎
」
と
し

て
充
実
し
、
本
市
教
育
の

振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

７
月
に
示
さ
れ
た
曽

於
高
校
へ
の
進
路
希
望
者

調
査
を
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
た
か
。

市
長　

曽
於
高
校
５
学
科

の
う
ち
普
通
科
が
募
集
定

員
を
上
回
り
、
そ
の
他
の

４
学
科
は
募
集
定
員
を
下

回
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

曽
於
高
校
の
良
さ
を
市

内
外
の
中
学
校
に
な
お
一

層
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

問　

市
長
と
し
て
の
曽
於

高
校
へ
の
支
援
策
と
振
興

策
は
。

市
長　

県
の
予
算
で
支
出

さ
れ
ず
、
保
護
者
の
負
担

と
な
る
よ
う
な
費
用
等
に

つ
い
て
そ
の
負
担
を
軽
減

し
、
ま
た
、
中
学
校
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
活
用
に
よ
り
、
通

学
の
た
め
の
交
通
ア
ク
セ
ス

の
充
実
を
図
り
た
い
。

市
長
選
挙
公
約
は

坂口　幸夫議員

曽於高校となる学舎

平成 25 年度金婚式

国
旗
、
国
歌
に
つ
い
て

曽
於
高
校
へ
の
支
援
策

と
振
興
策
は


